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  近年、コンピューター技術の進展と低コスト

化により、地すべり工学の分野でも、複雑な数値

計算を伴う地理情報の３次元化などが急速に発展

している（岡本ほか，2002．山岸ほか，2001．井
口 2001など）。また、CALSに代表される情報の
電子化と測量→調査→設計→施工のデータ一元化

も進んでおり、地すべり対策事業に関連した技術

者や研究者の情報基盤の環境も大きく変化しつつ

あるものと考えられる。 
 他方，公共事業に関連した情報公開や，事業の

継続に関する説明の必要性（説明責任；

Accountability）など，市民・納税者にわかりや
すい形で技術的な課題を表現する必要が年毎に増

大してきている。 
 以上のような背景を受け、本報

告では，近年発達した IT 技術を
有効利用し，コストパフォーマン

スよく，地すべり対策のプレゼン

テーションを行う手法を紹介する。 
 
２．プレゼンテーションデータの

作成手順 
 プレゼンテーションデータは，

図－１に示したように，３次元地

質・地下水表示ソフトウエア

（EVS1）を用いて，動画（アニメ

ーション）として作成する。 
 EVS の基本データは，既存の
CAD，GISデータ（dxfファイル
形式・shapファイル形式）あるい
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     図－１ プレゼンテーションデータフロー 
1 Environmental Visualization Systemの略  



は，３次元安定計算で用いたグリッドデータ（テ

キスト形式）から取得することができる。また，

地下水の流れなどは必要に応じて，差分法を用い

た 地 下 水 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム

（MODFLOWなど）からデータを取得する。 

 
図－２ すべり面・排水トンネル・深礎杭と 
任意位置への地質断面の移動 

さらに，独自にボーリング柱状図データを用い

て３次元空間で地質区分を行うことも可能である。 
 これらデータは，すべて同じ座標系で作成され

ており，データ交換がシームレスに行われ，既存

の基盤情報を無駄なく活用することが可能である。 
なお，作成したプレゼンテーション資料（以下，

説明資料と呼ぶ）は，アナログビデオ（VHS），
ビデオ CD（Mpeg,Quictime），DVD，インター
ネットストリーミングビデオなどに変換して，使

用することができる。 

 

 
図－３ 地すべり末端部 地形と亀裂  
地表面透過 すべり面と亀裂 の表現 

 
３．プレゼンテーションの質と内容 
 前記手法で作成した説明資料は，実際に設計に

用いたり，調査で使用したデータを用いているの

で，新たにデータを創作する必要はほとんど無く，

この意味でも，現実に忠実なモデルが再現され，

説明資料としては質の高いものとなっている。ま

た，市販のビデオ編集ソフトを用いれば，電子地

図や電子写真などを活用して，ストーリー性の高

い説明資料を作成することが可能であり，今まで

の紙の資料に変わり，視覚・聴覚をフルに活用し

た説明資料を作成することが可能となった。 
 
４．コストパフォーマンス 
 説明資料作成にかかるコストは，電子データ作

成，ソフト導入費用，動画作成費用に大別される

が，このうち電子データ作成費用が最も比重が大

きい。このため，すべての事業を通して効率的な

業務資料の電子化を行うことが極めて重要な要素

になってくる。一例をあげれば，電子地図の活用，

ボーリングデータの電子化，観測データの電子化

などが，日常業務のなかで効率的に行われている

必要があり，今後ますます CALSの重要性が問わ
れるものと考えられる。 
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